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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】総冠血流量の測定は従来、冠静脈洞でウェブスターのカテーテルを使って熱希釈法で測定されてきた。
今回、(1)回路実験、(2)動物実験で肺動脈カテーテルを使ったリチウム希釈法による総冠血流量測定法の評価
を行った。 
【方法】（１）回路内をリンゲル液で満たし、ローラーポンプで体循環に相当する280-370ml/minの主流量と、
冠循環を示す6-40ml/minの副流量からなる回路を作成した。リチウム試薬を、二つの流れの分岐部手前より注
入し、合流直後の場所で、リチウムセンサーを用いリチウム希釈曲線を記録した。最初に副流量からなる小さ
な波がみられ、その後主流量からなる大きな波が記録された。Fickの原理で、二つの波の面積比より副流量を
計算した。信頼性はBland Altman analysisで評価された。（２）四匹のビーグル犬に対し、全身麻酔下に肺動
脈カテーテルを二本挿入した。一本の先端は肺動脈に、もう一本の先端は右心房、特に三尖弁の直上とした。
リチウム試薬を肺動脈に注入し、右心房にてリチウム濃度を記録した。リチウム希釈曲線は、回路実験でみら
れたように二つの波が記録された。総冠血流量は回路実験と同様に測定した。中心静脈より、低用量、高用量
のニトログリセリンを持続投与し、総冠血流量の変化を測定した。 
【結果】（１）計測された流量は実際の流量と良く相関した(r2=0.86)。（２）総冠血流量はそれぞれ対照群、ニ
トログリセリンの低用量、投与群高用量投与群で、206±43.0 ml/min、304±50.3ml/min、348±50.1 
ml/min(mean±SE)だった。中心静脈からのニトログリセリン投与により有意に増加した。 
【結論】リチウム希釈法による総冠血流量の測定は、回路実験、動物実験により信頼性があり、有用であった。
今後この方法による総冠血流量の測定は臨床で有用になるであろう。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】総冠血流量の測定は従来、冠静脈洞でウェブスターのカテーテルを使って熱希釈法で測定されてきた。
今回、(1)回路実験、(2)動物実験で肺動脈カテーテルを使ったリチウム希釈法による総冠血流量測定法の評価
を行った。 
【方法】（１）回路内をリンゲル液で満たし、ローラーポンプで体循環に相当する280-370ml/minの主流量と、
冠循環を示す6-40ml/minの副流量からなる回路を作成した。リチウム試薬を、二つの流れの分岐部手前より注
入し、合流直後の場所で、リチウムセンサーを用いリチウム希釈曲線を記録した。最初に副流量を示す小さな
波がみられ、その後、主流量からなる大きな波が記録された。Fickの原理で、二つの波の面積比より副流量を
計算した。測定法の信頼性をBland Altman analysisにより評価した。（２）四匹のビーグル犬に対し、全身麻
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酔下に肺動脈カテーテルを二本挿入した。一本の先端は肺動脈に、もう一本の先端は右心房、特に三尖弁の直
上とした。リチウム試薬を肺動脈に注入し、右心房にてリチウム濃度を記録した。リチウム希釈曲線は、回路
実験でみられたように二つの波が記録された。総冠血流量は回路実験と同様に測定した。中心静脈より、低用
量、高用量のニトログリセリンを持続投与し、総冠血流量の変化を測定した。 
【結果】（１）本法により計測された流量は実際の流量と良く相関した(r2=0.86)。また、Bland Altman analysis
によって優れた信頼性が示された。（２）総冠血流量はそれぞれ対照群、ニトログリセリンの低用量、ならびに
高用量投与群で、206±43.0 ml/min、304±50.3ml/min、348±50.1 ml/min(mean±SE) となった。総冠血流量
は中心静脈からのニトログリセリン投与により有意に増加した。 
【結論】リチウム希釈法による総冠血流量の測定は、回路実験、動物実験により信頼性があり、臨床応用され
る可能性があることが示された。 
以上のことから、リチウム希釈法による総冠血流量の測定は、重症患者のベッドサイドで肺動脈カテーテルを
利用して、総冠血流量を測定できる可能性を示唆するものである。よって本研究者は博士（医学）の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
